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厚生労働省が９日に発表した 3 月分の毎月勤労統計調査（速報）で、物価の影響を考慮した

働き手 1 人あたりの「実質賃金」は前年同月比で２．９％減り、１２ヶ月連続で減少してい

る。名目賃金は増えているものの、物価の伸びに賃金が追いつかない状況が続いていることが

判明しました。 

【名目賃金とは？】 

貨幣で受け取った給与そのものを指します。支払われた金額そのもの。 

【実質賃金とは？】 

労働者が実際に受け取った給与である名目賃金から、消費者物価指数に基づく物価変動の影響

を差し引いて算出した指数。労働者が給与で購入できる物品やサービスの量を示している。 

 

 

 

 

 

実態は、実質賃金 down ですよね。ベースアップと定期昇給を合わせても物価上昇率に追い 

ついていません。ですので、夏季手当もコロナ以前に戻らなければいけません。 
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